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平
成
二
十
三
年 

第
六
回 

青
森
市
教
育
委
員
会
定
例
会 

会
議
録 

 
一 
開
会
日
時 

平
成
二
十
三
年
六
月
二
十
九
日
（
水
）
午
後
三
時 

 

二 

閉
会
日
時 

平
成
二
十
三
年
六
月
二
十
九
日
（
水
）
午
後
三
時
四
十
六
分 

 

三 

会
議
開
催
の
場
所 

教
育
研
修
セ
ン
タ
ー
四
階 

第
二
研
修
室 

 

四 

出
席
委
員 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

栁 

谷 

章 

二 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

鎌 

田 

愼 

也 

西 

村 

惠
美
子 

平 

出 

道 

雄 

土 

田 

美 

貴 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

月 

永 

良 

彦 
 

五 

欠
席
委
員 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 
 
 
 
 

な 
 
 
 
 

し 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

六 

事
務
局
出
席
職
員 

           

教
育
部
長 

 
 
 
 
 
 
 

 

小
野
寺 

 
 

晃 

理
事 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

板 

垣 
 
 

肇 

教
育
次
長 

 
 
 
 
 
 
 

 

金 

澤 
 
 

保 

教
育
次
長 

 
 
 
 
 
 
 

 

成 

田 

一
二
三 

浪
岡
教
育
事
務
所
長 

 
 
 
 

和 

田 

比
呂
志 

参
事
社
会
教
育
課
長
事
務
取
扱 

舘 

田 

一 

弥 

学
習
環
境
調
整
監 

 
 
 
 
 

塩 

崎 

章 

悦 

総
務
課
長 

 
 
 

 
 
 
 
 

岸 

田 

耕 

司 
    

文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
長 

 
 

加 

藤 

文 

男

中
央
市
民
セ
ン
タ
ー
館
長 

  

齋 

藤 
 
 

実 

文
化
財
課
長 

 
 
 
 
 
 

 

吉 

田 
 
 

亘 

市
民
図
書
館
長 

 
 
 
 
 

 

今 
 
 

牧 

彦 

学
務
課
長 

 
 
 
 
  

 
 

山 

谷 

尚 

史 

学
校
給
食
課
副
参
事 

 
 
 

 

川 

邊 

真
理
子 

指
導
課
長 

 
 
 
 
  

 
 

伴 
 
 

孝 

文 

浪
岡
教
育
事
務
所
教
育
課
長 

 

鳴 

海 

雄 

大 
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七 

会
議
に
付
議
さ
れ
た
案
件 

（
一
）
議 

事 

議
案
第
二
十
五
号 

青
森
市
立
小
学
校
及
び
中
学
校
の
就
学
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
の
制
定
に
つ
い
て 

議
案
第
二
十
六
号 

公
の
施
設
に
お
け
る
慈
善
活
動
の
環
境
整
備
を
図
る
た
め
の
関
係
条
例
の
整
備
に
関
す
る
条
例
の
施
行
に
伴
う
関
係
教 

育
員
会
規
則
の
整
備
に
関
す
る
規
則
の
制
定
に
つ
い
て 

 

（
二
）
報 
告 

（
一
） 

平
成
二
十
三
年
第
二
回
市
議
会
定
例
会
の
質
問
概
要
に
つ
い
て 

（
二
） 

夏
期
の
電
力
需
給
対
策
に
つ
い
て 

（
三
） 
財
団
法
人
青
森
市
文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
公
社
に
お
け
る
保
管
金
の
紛
失
に
つ
い
て 

（
四
） 
市
民
セ
ン
タ
ー
管
理
運
営
業
務
に
お
け
る
不
適
切
な
支
出
に
つ
い
て 

（
五
） 

寄
附
採
納
に
つ
い
て 

（
六
） 

平
成
二
十
三
年
度
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
に
つ
い
て 

（
七
） 

平
成
二
十
四
年
度
使
用
中
学
校
教
科
用
図
書
採
択
に
つ
い
て 

（
八
） 

市
内
中
学
校
に
お
け
る
器
物
損
壊
等
事
件
に
つ
い
て 

 

八 

会
議
録
署
名
委
員 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

鎌 

田 

愼 

也 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

月 

永 

良 

彦 
 

九 

会
議
の
大
要 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

午
後
三
時
に
委
員
長
が
開
会
を
宣
言
す
る
。
会
期
を
一
日
と
し
、
会
議
録
署
名
委
員
を
前
項
八
の
と
お
り
指
名
す
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

議
案
第
二
十
五
号
及
び
議
案
第
二
十
六
号
を
審
議
し
、
原
案
の
と
お
り
決
定
す
る
。 

事
務
局
か
ら
八
件
の
報
告
を
し
、
平
成
二
十
三
年
第
七
回
定
例
会
の
日
程
を
調
整
し
閉
会
し
た
。 

 
 

十 

会
議
の
状
況 

   
 
 

（
一
） 

 

議 
 
 
 
 

事 
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委 
員 

長 
 
 
 
 

議
事
に
入
り
ま
す
。 

議
案
第
二
十
五
号
「
青
森
市
立
小
学
校
及
び
中
学
校
の
就
学
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
の
制
定
に
つ
い
て
」
事
務
局
か
ら
説
明

を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

―
―
―
― 

教
育
部
長
か
ら
説
明 

―
―
―
― 

議
案
第
二
十
五
号 

青
森
市
立
小
学
校
及
び
中
学
校
の
就
学
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
の
制
定
に
つ
い
て
、
御
説
明

申
し
上
げ
ま
す
。 

本
規
則
は
、
平
成
十
五
年
度
か
ら
進
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
大
野
土
地
区
画
整
理
事
業
に
よ
り
、
平
成
二
十
三
年
六
月
二
十
六
日
に
大

野
地
区
の
字
の
区
域
及
び
名
称
が
変
更
さ
れ
た
こ
と
、
ま
た
、
併
せ
て
条
文
の
整
理
を
す
る
等
、
所
要
の
改
正
を
行
う
た
め
に
制
定
し

よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。 

改
正
点
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
付
属
資
料
一
新
旧
対
照
表
一
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
付
属
資
料
二
の
地
図
も
併
せ
て
ご
参

照
下
さ
い
。 

通
学
区
域
に
つ
い
て
規
定
し
て
お
り
ま
す
別
表
第
二
条
関
係
の
一
小
学
校
に
つ
い
て
、
表
番
号
二
十
三
栄
山
小
学
校
の
学
区
の
う
ち

「
安
田
字
稲
森
の
一
部
」
及
び
「
字
若
松
の
一
部
」
を
削
り
、
表
番
号
三
十
二
金
沢
小
学
校
の
学
区
の
う
ち
「
字
笹
崎
の
一
部
」
を
削

り
、
新
た
に
「
西
大
野
一
丁
目
の
一
部
」、「
西
大
野
三
丁
目
の
一
部
」、
及
び
「
西
大
野
四
丁
目
の
一
部
」
を
加
え
、
表
番
号
三
十
六

泉
川
小
学
校
の
学
区
の
う
ち
「
字
稲
森
の
一
部
」
を
「
字
稲
森
」、「
字
若
松
の
一
部
」
を
「
字
若
松
」、「
字
笹
崎
の
一
部
」
を
「
字
笹

崎
」
に
変
更
し
、
新
た
に
「
西
大
野
一
丁
目
の
一
部
」、「
西
大
野
二
丁
目
」、「
西
大
野
三
丁
目
の
一
部
」、「
西
大
野
四
丁
目
の
一
部
」

及
び
「
西
大
野
五
丁
目
」
を
加
え
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。 

次
に
、
二
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
下
さ
い
。
二
中
学
校
に
つ
い
て
は
、
表
番
号
六
甲
田
中
学
校
の
学
区
の
う
ち
「
字
笹
崎
の
一
部
」
を
削
り
、

新
た
に
「
西
大
野
一
丁
目
の
一
部
」、「
西
大
野
三
丁
目
の
一
部
」、
及
び
「
西
大
野
四
丁
目
の
一
部
」
を
加
え
、
表
番
号
十
三
西
中
学

校
の
学
区
の
う
ち
「
字
笹
崎
の
一
部
」
を
「
字
笹
崎
」
に
変
更
し
、
新
た
に
「
西
大
野
一
丁
目
の
一
部
」、「
西
大
野
二
丁
目
」「
西
大

野
三
丁
目
の
一
部
」、「
西
大
野
四
丁
目
の
一
部
」、「
西
大
野
五
丁
目
」
を
加
え
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。 

以
上
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

委 

員 

長 
 
 
 
 

た
だ
い
ま
の
事
務
局
の
説
明
に
つ
い
て
、
御
意
見
、
御
質
問
等
は
ご
ざ
い
ま
す
で
し
ょ
う
か
。 

 

委 

員 

長 
 
 
 
 

御
異
議
が
な
け
れ
ば
、
議
案
第
二
十
五
号
に
つ
い
て
、
原
案
の
と
お
り
決
定
し
て
よ
ろ
し
い
で
し
ょ
う
か
。 

 

―
―
―
― 

各
委
員
了
承 

―
―
―
― 
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委 

員 

長 
 
 
 
 

次
に
、
議
案
第
二
十
六
号
「
公
の
施
設
に
お
け
る
慈
善
活
動
の
環
境
整
備
を
図
る
た
め
の
関
係
条
例
の
整
備
に
関
す
る
条
例
の
施
行
に
伴
う
関

係
教
育
委
員
会
規
則
の
整
備
に
関
す
る
規
則
の
制
定
に
つ
い
て
」
事
務
局
か
ら
説
明
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

―
―
―
― 

教
育
部
長
か
ら
説
明 

―
―
―
― 

議
案
第
二
十
六
号  

公
の
施
設
に
お
け
る
慈
善
活
動
の
環
境
整
備
を
図
る
た
め
の
関
係
条
例
の
整
備
に
関
す
る
条
例
の
施
行
に
伴

う
関
係
教
育
委
員
会
規
則
の
整
備
に
関
す
る
規
則
の
制
定
に
つ
い
て
、
御
説
明
い
た
し
ま
す
。 

公
の
施
設
に
お
け
る
慈
善
活
動
の
環
境
整
備
を
図
る
た
め
の
関
係
条
例
の
整
備
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
き
ま
し
て
は
、
前
回

の
定
例
会
で
御
説
明
申
し
上
げ
ま
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
昨
日
閉
会
い
た
し
ま
し
た
市
議
会
に
お
い
て
、
御
議
決
を
い
た
だ
い
た
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。 

当
該
条
例
に
お
い
て
、
慈
善
活
動
の
要
件
等
は
、
別
途
規
則
で
定
め
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
ま
す
こ
と
か
ら
、
対
象
と
な
る
十
八
施

設
の
う
ち
、
青
森
市
中
世
の
館
、
油
川
市
民
セ
ン
タ
ー
、
古
川
市
民
セ
ン
タ
ー
、
荒
川
市
民
セ
ン
タ
ー
、
沖
館
市
民
セ
ン
タ
ー
、
西
部

市
民
セ
ン
タ
ー
、
青
森
市
文
化
会
館
、
青
森
市
民
美
術
展
示
館
、
青
森
市
民
体
育
館
、
青
森
市
屋
内
グ
ラ
ウ
ン
ド
及
び
青
森
市
浪
岡
体

育
館
の
十
一
施
設
に
関
す
る
、
六
本
の
教
育
委
員
会
規
則
を
改
正
す
る
た
め
、
当
該
規
則
を
制
定
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。 

な
お
、
青
森
市
ス
ポ
ー
ツ
会
館
及
び
青
森
市
ス
ポ
ー
ツ
広
場
の
二
施
設
に
つ
き
ま
し
て
は
、
教
育
委
員
会
所
管
の
施
設
で
は
ご
ざ
い

ま
す
が
、
該
当
す
る
規
則
が
青
森
市
の
規
則
で
あ
り
ま
す
こ
と
か
ら
、
他
の
市
所
管
の
施
設
と
併
せ
て
、
市
民
生
活
部
に
お
い
て
規
則

改
正
を
行
う
こ
と
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

ま
た
、
慈
善
活
動
の
使
用
に
関
す
る
条
項
に
つ
き
ま
し
て
は
、
青
森
市
の
規
則
、
教
育
委
員
会
の
規
則
と
も
、
同
様
の
内
容
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。 

そ
れ
で
は
、
改
正
内
容
を
御
説
明
い
た
し
ま
す
。
各
規
則
の
共
通
の
改
正
事
項
を
記
載
し
て
お
り
ま
す
、「
公
の
施
設
に
お
け
る
慈

善
活
動
の
環
境
整
備
を
図
る
た
め
の
関
係
条
例
の
整
備
に
関
す
る
条
例
の
施
行
に
伴
う
関
係
教
育
委
員
会
規
則
の
整
備
に
関
す
る
規

則
」
の
概
要
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

ま
ず
、
慈
善
活
動
の
要
件
に
つ
き
ま
し
て
は
、
①
と
し
て
「
物
品
を
販
売
し
、
若
し
く
は
頒
布
し
、
写
真
若
し
く
は
映
画
等
を
撮
影

し
、
興
行
を
行
い
、
又
は
競
技
会
、
展
示
会
、
博
覧
会
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
催
し
を
す
る
こ
と
を
業
と
し
な
い
者
」
が
主
催
し
、

②
「
催
物
等
に
係
る
純
益
の
全
額
」
を
、 

③
「
原
則
、
市
内
に
事
務
所
又
は
施
設
等
を
有
す
る
公
共
性
・
公
益
性
の
あ
る
団
体
」
に

対
し
て
、
④
主
催
者
、
又
は
こ
れ
に
参
加
し
、
若
し
く
は
関
係
す
る
者
が
、
い
か
な
る
名
称
で
あ
る
か
を
問
わ
ず
、「
報
酬
そ
の
他
こ

れ
に
類
す
る
費
用
」
を
受
け
取
る
こ
と
な
く
、
⑤
収
益
を
寄
附
し
た
こ
と
が
「
確
認
で
き
る
こ
と
」
と
い
う
要
件
を
、
全
て
満
た
す
場

合
と
し
て
お
り
ま
す
。 

許
可
申
請
に
あ
た
り
ま
し
て
は
、
①
団
体
が
申
請
す
る
場
合
に
は
、「
定
款
、
寄
附
行
為
、
規
約
ま
た
は
こ
れ
ら
に
類
す
る
書
類
」

②
「
事
業
計
画
書
」「
収
支
予
算
書
」
③
「
寄
附
相
手
先
を
確
認
で
き
る
書
類
」
④
そ
の
他
要
件
を
明
ら
か
に
す
る
書
類
を
提
出
し
て

い
た
だ
き
、
事
業
実
施
後
、
事
実
確
認
の
た
め
、
①
事
業
報
告
書
、
②
収
支
決
算
書
、
③
寄
附
領
収
書
を
、
施
設
使
用
の
日
か
ら
三
カ
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月
を
経
過
し
た
日
、
ま
た
は
寄
附
し
た
日
か
ら
一
カ
月
経
過
し
た
日
ま
で
に
提
出
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

な
お
、
要
件
を
欠
く
に
至
っ
た
時
や
、
違
反
し
た
時
は
、
慈
善
活
動
の
適
用
を
受
け
な
い
額
か
ら
前
納
を
控
除
し
た
額
を
納
付
し
て

い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
す
。 

以
上
が
慈
善
活
動
に
係
る
主
な
改
正
点
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
今
回
の
規
則
の
改
正
を
機
に
、
条
文
の
見
直
し
を
行
い
、
文
言
等
の
修

正
が
必
要
と
思
わ
れ
る
部
分
に
つ
き
ま
し
て
も
、
併
せ
て
修
正
を
行
う
も
の
で
あ
り
ま
す
。 

当
該
規
則
の
施
行
期
日
は
、
条
例
施
行
期
日
と
合
わ
せ
、
平
成
二
十
三
年
七
月
十
五
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
い
た
し
ま
す
が
、
青

森
市
美
術
展
示
館
条
例
施
行
規
則
に
関
し
ま
し
て
は
、
規
則
の
名
称
が
「
青
森
市
民
美
術
展
示
館
」
で
あ
る
べ
き
と
こ
ろ
、「
青
森
市

美
術
展
示
館
」
と
な
っ
て
お
り
ま
す
こ
と
か
ら
、
こ
れ
を
修
正
し
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。 

以
上
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

委 

員 

長 
 
 
 
 

た
だ
い
ま
の
事
務
局
の
説
明
に
つ
い
て
、
御
意
見
、
御
質
問
等
は
ご
ざ
い
ま
す
で
し
ょ
う
か
。 

 

委 

員 

長 
 
 
 
 

無
い
よ
う
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
議
案
第
二
十
六
号
に
つ
い
て
、
原
案
の
と
お
り
決
定
し
て
よ
ろ
し
い
で
し
ょ
う
か
。 

 

―
―
―
― 

各
委
員
了
承 
―
―
―
― 

    
 
 

（
二
） 

 

報 
 
 
 
 

告 
 

委 

員 

長 
 
 
 
 

そ
れ
で
は
報
告
事
項
に
入
り
ま
す
。
今
回
の
報
告
事
項
は
八
件
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

 

は
じ
め
に
、（
一
）
平
成
二
十
三
年
第
二
回
市
議
会
定
例
会
の
質
問
概
要
に
つ
い
て
、
事
務
局
か
ら
報
告
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

―
―
―
― 

総
務
課
長
か
ら
説
明 

―
―
―
― 

平
成
二
十
三
年
第
二
回
市
議
会
定
例
会
の
質
問
概
要
に
つ
い
て
、
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。 

第
二
回
青
森
市
議
会
定
例
会
は
、
六
月
一
日
に
開
会
し
、
昨
日
、
六
月
二
十
八
日
に
閉
会
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。 

教
育
委
員
会
に
対
す
る
、
一
般
質
問
及
び
予
算
特
別
委
員
会
で
の
質
問
内
容
に
つ
き
ま
し
て
は
、
お
手
元
に
配
布
し
て
お
り
ま
す

資
料
の
と
お
り
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

こ
れ
ら
の
答
弁
書
に
つ
き
ま
し
て
は
、
委
員
の
皆
様
と
情
報
等
の
共
有
を
図
る
た
め
、
既
に
お
配
り
し
て
お
り
ま
す
が
、
一
般
質

問
に
つ
き
ま
し
て
は
、
再
質
問
も
含
め
ま
し
て
十
六
名
の
議
員
か
ら
四
十
三
項
目
、
予
算
特
別
委
員
会
に
つ
き
ま
し
て
は
、
七
名
の
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委
員
か
ら
十
一
項
目
の
質
問
が
あ
り
、
教
育
委
員
会
と
し
て
の
考
え
方
・
方
針
に
つ
い
て
、
答
弁
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
を
御
報

告
い
た
し
ま
す
。 

以
上
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

委 

員 

長 
 
 
 
 

た
だ
い
ま
の
事
務
局
の
説
明
に
つ
い
て
、
御
意
見
、
御
質
問
等
は
ご
ざ
い
ま
す
で
し
ょ
う
か
。 

  
 
 
 
 
 
 
 
 

私
か
ら
一
つ
、
市
議
会
に
出
席
し
ま
し
て
コ
メ
ン
ト
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

青
年
の
家
の
件
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

昨
年
の
十
一
月
に
当
委
員
会
と
し
て
は
、
教
育
施
設
、
生
涯
学
習
施
設
と
い
う
こ
と
で
大
切
な
役
割
を
担
う
と
い
う
こ
と
で
取
得
を
し
た
ほ
う

が
い
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
決
議
を
し
た
わ
け
で
す
け
ど
も
、
そ
の
あ
と
、
改
修
費
と
か
見
積
額
に
そ
の
時
点
と
し
て
も
数
字
に
随
分
と
変
化

と
い
う
か
、
変
更
が
あ
り
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

そ
し
て
、
先
般
の
三
月
の
大
震
災
が
発
生
し
、
あ
る
意
味
で
は
、
私
は
思
う
の
で
す
が
、
政
治
的
に
や
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
市
に
対
す
る
課

題
と
い
う
の
が
、
い
ろ
ん
な
意
味
で
大
き
く
考
え
直
し
て
も
の
を
見
る
時
期
に
な
っ
た
と
い
う
環
境
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

そ
の
よ
う
な
意
味
で
、
市
長
も
掲
げ
て
お
り
ま
す
子
ど
も
さ
ん
方
の
医
療
費
の
全
額
無
料
化
と
か
、
ま
た
、
教
育
委
員
会
の
案
件
と
し
て
は
、

少
人
数
学
級
を
作
る
と
か
、
い
ろ
い
ろ
と
あ
る
わ
け
で
す
け
ど
、
そ
れ
ら
を
や
っ
て
い
く
環
境
の
中
で
は
、
特
に
今
般
の
財
政
が
厳
し
く
な
っ
て

い
る
と
こ
ろ
か
ら
す
る
と
、
私
ど
も
で
議
決
は
し
ま
し
た
け
れ
ど
、
こ
う
い
う
緊
急
課
題
の
件
に
つ
き
ま
し
て
は
、
も
う
少
し
議
会
で
の
議
論
を

受
け
た
印
象
で
は
、
課
題
と
し
て
の
優
先
順
位
は
後
退
し
た
の
で
は
な
い
か
と
、
私
は
印
象
を
持
っ
て
お
り
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

一
連
の
取
得
と
い
う
こ
と
で
の
プ
ロ
セ
ス
は
踏
ん
で
い
る
よ
う
で
す
け
ど
、
私
と
し
て
は
、
こ
う
い
う
環
境
と
な
っ
た
中
で
は
、
も
う
少
し
政

治
的
課
題
を
絞
り
込
ん
で
、
優
先
順
位
を
も
う
少
し
精
査
し
て
い
き
な
が
ら
、
慎
重
に
進
め
る
必
要
が
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

特
に
、
青
年
の
家
の
取
得
に
つ
い
て
は
、
明
後
日
に
百
人
委
員
会
で
意
見
を
聴
く
、
そ
れ
以
前
に
は
四
月
に
は
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
と
い
う

こ
と
で
、
い
ろ
い
ろ
と
議
論
が
進
ん
で
い
る
わ
け
で
す
け
れ
ど
も
、
私
は
少
し
、
三
月
十
一
日
以
降
、
等
を
踏
ま
え
な
が
ら
い
ろ
ん
な
こ
と
を
考

え
て
い
た
と
こ
ろ
で
す
。 

や
は
り
、
今
も
市
庁
舎
の
耐
震
問
題
な
ん
か
も
非
常
に
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
出
て
き
て
い
る
こ
と
を
考
え
ま
す
と
、
青
年
の
家
取
得
に
つ
い

て
の
傾
向
を
も
う
少
し
慎
重
に
考
え
て
、
進
め
た
方
が
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
印
象
を
持
っ
た
と
い
う
こ
と
を
、
今
回
の
議
会
に
出
席
し
ま

し
て
、
私
は
感
じ
た
と
申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

委 

員 

長 
 
 
 
 

そ
の
他
、
御
意
見
、
御
質
問
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
で
し
ょ
う
か
。 

無
け
れ
ば
次
に
移
り
ま
す
。（
二
）
夏
期
の
電
力
需
給
対
策
に
つ
い
て
、
事
務
局
か
ら
報
告
を
お
願
い
し
ま
す
。 
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―
―
―
― 

総
務
課
長
か
ら
説
明 

―
―
―
― 

こ
の
夏
、
国
が
行
う
電
力
需
給
対
策
の
実
施
に
係
る
教
育
委
員
会
で
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。 

お
手
元
に
配
布
し
て
お
り
ま
す
資
料
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

お
手
元
の
資
料
は
、
こ
の
夏
に
実
施
さ
れ
る
国
の
電
力
使
用
制
限
に
関
す
る
概
要
と
、
こ
れ
に
基
づ
い
た
市
全
体
の
節
電
対
策
の

取
り
組
み
及
び
教
育
委
員
会
に
お
け
る
取
り
組
み
に
つ
い
て
ま
と
め
た
も
の
で
す
。 

国
で
は
、
東
日
本
大
震
災
後
の
電
力
供
給
不
足
か
ら
、
夏
に
向
け
て
再
び
電
力
需
給
バ
ラ
ン
ス
が
悪
化
す
る
見
込
み
で
あ
る
こ
と

を
踏
ま
え
、
社
会
・
経
済
活
動
に
与
え
る
影
響
を
最
小
化
す
る
た
め
、
電
力
の
需
給
調
整
を
国
を
挙
げ
て
取
り
組
む
こ
と
と
し
た
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。 

制
限
の
対
象
と
な
る
者
は
、
東
京
・
東
北
電
力
管
内
の
契
約
電
力
五
百
キ
ロ
ワ
ッ
ト
以
上
の
大
口
需
要
家
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

市
有
施
設
で
対
象
と
な
る
の
は
、
市
民
病
院
・
八
重
田
浄
化
セ
ン
タ
ー
・
中
央
卸
売
市
場
・
梨
の
木
清
掃
工
場
・
青
森
競
輪
場
・

モ
ヤ
ヒ
ル
ズ
・
文
化
会
館
・
市
民
ホ
ー
ル
の
計
八
施
設
で
あ
り
ま
す
。 

こ
の
う
ち
、
教
育
委
員
会
の
所
管
施
設
は
、
文
化
会
館
及
び
市
民
ホ
ー
ル
の
二
施
設
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

制
限
期
間
、
時
間
帯
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
が
、
東
北
電
力
管
内
に
お
け
る
制
限
期
間
は
平
成
二
十
三
年
七
月
一
日
か
ら
九
月
九

日
の
平
日
、
朝
九
時
か
ら
夜
八
時
と
な
っ
て
お
り
、
土
日
・
祝
日
及
び
夜
間
は
規
制
対
象
外
と
さ
れ
て
お
り
ま
す
。 

制
限
内
容
に
つ
き
ま
し
て
は
、
原
則
と
し
て
、「
昨
年
の
上
記
期
間
・
時
間
帯
に
お
け
る
一
時
間
単
位
の
使
用
最
大
電
力
の
値
か
ら

十
五
パ
ー
セ
ン
ト
削
減
し
た
値
が
使
用
可
能
電
力
の
上
限
」
と
な
り
、
文
化
会
館
・
市
民
ホ
ー
ル
に
つ
き
ま
し
て
は
、
制
限
値
は
文

化
会
館
が
契
約
電
力
九
百
七
十
キ
ロ
ワ
ッ
ト
に
対
し
て
八
百
十
六
キ
ロ
ワ
ッ
ト
、
市
民
ホ
ー
ル
が
契
約
電
力
五
百
二
十
五
キ
ロ
ワ
ッ

ト
に
対
し
て
四
百
四
十
七
キ
ロ
ワ
ッ
ト
と
し
て
既
に
国
か
ら
通
知
が
あ
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。 

電
気
の
使
用
状
況
の
報
告
に
つ
い
て
は
、
制
限
の
対
象
と
な
る
大
口
需
要
家
は
、
電
気
の
使
用
状
況
の
報
告
が
必
要
と
な
り
、
使

用
制
限
期
間
中
、「
検
針
日
か
ら
十
五
日
以
内
に
、
経
済
産
業
大
臣
に
対
し
て
、
電
気
の
使
用
状
況
の
報
告
」
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い

ま
す
。 

罰
則
と
し
ま
し
て
は
、
故
意
に
よ
る
使
用
制
限
違
反
は
百
万
円
以
下
の
罰
金
の
対
象
と
な
り
ま
す
。 

こ
の
電
力
使
用
制
限
に
対
す
る
市
有
施
設
の
対
応
で
あ
り
ま
す
が
、
大
口
需
要
施
設
と
し
て
、
対
象
と
な
る
市
有
施
設
は
、
施
設

ご
と
に
削
減
計
画
を
立
て
節
電
に
取
り
組
み
、
使
用
制
限
内
で
の
電
力
使
用
に
努
め
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。 

教
育
委
員
会
所
管
の
文
化
会
館
、
市
民
ホ
ー
ル
に
つ
き
ま
し
て
も
同
様
、
施
設
ご
と
に
削
減
計
画
を
立
て
節
電
に
取
り
組
む
こ
と

と
い
た
し
ま
す
が
、
冷
房
機
器
の
過
度
の
抑
制
に
よ
り
利
用
者
の
健
康
を
害
す
る
こ
と
が
無
い
よ
う
に
、
細
心
の
注
意
を
払
い
な
が

ら
節
電
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。 

ま
た
、
直
接
的
に
規
制
の
対
象
と
な
ら
な
い
、
小
口
需
要
施
設
に
つ
き
ま
し
て
は
、
施
設
ご
と
の
自
主
的
な
削
減
計
画
を
立
て
節

電
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
て
お
り
、
特
に
教
育
委
員
会
所
管
の
大
部
分
を
占
め
て
い
る
学
校
に
つ
き
ま
し
て
は
、
児
童
・
生
徒
の
学

習
活
動
に
影
響
が
無
い
よ
う
に
工
夫
を
し
な
が
ら
各
学
校
で
節
電
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
く
こ
と
に
し
て
お
り
ま
す
。 
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な
お
、
取
り
組
み
期
間
中
は
、
学
校
を
含
む
各
施
設
の
利
用
者
へ
節
電
実
施
中
で
あ
る
こ
と
を
張
り
紙
等
に
よ
り
周
知
を
行
い
、

節
電
へ
の
協
力
を
お
願
い
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

今
回
の
節
電
は
、
被
災
地
へ
の
電
力
供
給
に
対
し
最
大
限
の
配
慮
を
行
う
こ
と
や
、
国
民
生
活
及
び
経
済
活
動
へ
の
影
響
の
最
小

化
を
図
る
た
め
の
、
国
を
挙
げ
て
の
取
り
組
み
で
あ
り
ま
す
こ
と
か
ら
、
各
委
員
に
お
か
れ
ま
し
て
も
御
理
解
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。 

以
上
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

委 

員 

長 
 
 
 
 

た
だ
い
ま
の
事
務
局
の
説
明
に
つ
い
て
、
御
意
見
、
御
質
問
等
は
ご
ざ
い
ま
す
で
し
ょ
う
か
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

平
出
委
員 

 
 
 
 

文
化
会
館
、
市
民
ホ
ー
ル
の
十
五
パ
ー
セ
ン
ト
の
カ
ッ
ト
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
今
の
と
こ
ろ
計
画
を
策
定
中
で
し
ょ
う
け
れ
ど
、
難
し
い 

 
 
 
 
 
 
 
 

値
か
ど
う
か
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。 

 

文
化
ス
ポ
ー
ツ 

 
 

今
の
御
質
問
に
お
答
え
し
ま
す
。 

 
 

振
興
課
長 

 
 

文
化
会
館
及
び
市
民
ホ
ー
ル
か
ら
、
今
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
計
画
案
を
見
ま
す
と
、
段
階
的
な
取
り
組
み
を
進
め
る
こ
と
で
、
概
ね
十
五
パ

ー
セ
ン
ト
の
値
は
ク
リ
ア
で
き
る
と
い
う
計
画
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

 

具
体
的
に
申
し
上
げ
ま
す
と
、
ま
ず
、
照
明
の
節
電
と
し
て
、
事
務
室
や
会
議
室
等
の
照
明
の
間
引
き
、
冷
房
に
つ
き
ま
し
て
は
、
温
度
設
定

を
変
え
る
、
あ
る
い
は
運
転
時
間
を
調
整
す
る
等
々
で
対
応
す
る
こ
と
で
対
応
可
能
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

 

ま
た
、
十
五
パ
ー
セ
ン
ト
の
境
界
の
管
理
が
一
番
問
題
に
な
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
そ
の
前
段
階
で
警
報
が
鳴
る
よ
う
な
、
確
認
が
で
き
る
よ

う
な
状
態
に
し
て
、
即
座
に
対
応
で
き
る
よ
う
な
手
法
を
取
り
入
れ
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。 

 

委 

員 

長 
 
 
 
 

そ
の
他
、
御
意
見
、
御
質
問
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
か
。 

 

月
永
委
員 

 
 
 
 

各
学
校
に
つ
き
ま
し
て
は
、
私
の
方
か
ら
も
、
子
ど
も
達
の
学
習
活
動
に
影
響
が
な
い
よ
う
な
範
囲
で
お
願
い
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。 

 

委 

員 

長 
 
 
 
 

そ
の
他
、
御
意
見
、
御
質
問
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
か
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

次
に
、（
三
）
財
団
法
人
青
森
市
文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
公
社
に
お
け
る
保
管
金
の
紛
失
に
つ
い
て
、
事
務
局
か
ら
報
告
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

―
―
―
― 

文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
長
か
ら
説
明 

―
―
―
― 

財
団
法
人
青
森
市
文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
公
社
に
お
け
る
保
管
金
の
紛
失
に
つ
い
て
、
御
報
告
い
た
し
ま
す
。 

委
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
既
に
新
聞
報
道
等
で
御
承
知
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
が
、
去
る
五
月
二
十
一
日
、
土
曜
日
で
す
が
、
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夜
九
時
頃
、
同
公
社
が
指
定
管
理
者
と
し
て
管
理
業
務
を
行
っ
て
い
る
青
森
市
ス
ポ
ー
ツ
広
場
、
横
内
遊
水
地
に
ご
ざ
い
ま
す
管
理

事
務
所
内
事
務
室
に
お
い
て
、
ス
ポ
ー
ツ
広
場
の
施
設
使
用
料
等
を
含
む
現
金
を
保
管
し
て
い
る
手
提
金
庫
か
ら
、
前
日
の
五
月
二

十
日
、
金
曜
日
の
施
設
使
用
料
相
当
額
で
あ
る
三
万
二
千
四
百
円
の
現
金
が
紛
失
し
て
い
る
こ
と
が
、
判
明
し
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。 

同
公
社
か
ら
の
報
告
に
よ
り
ま
す
と
、
こ
の
現
金
に
つ
い
て
、
五
月
二
十
日
、
金
曜
日
で
す
が
、
施
設
閉
場
時
の
夜
九
時
頃
に
、

そ
の
時
の
従
事
職
員
二
名
が
当
日
の
使
用
料
収
入
で
あ
る
三
万
二
千
四
百
円
を
確
認
し
、
手
提
金
庫
ご
と
耐
火
金
庫
に
納
め
、
翌
五

月
二
十
一
日
、
土
曜
日
、
朝
七
時
頃
出
勤
し
た
別
の
二
名
の
職
員
も
同
様
に
、
そ
の
金
額
を
確
認
し
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
施
設
閉

場
時
の
夜
九
時
頃
、
そ
の
時
の
従
事
職
員
が
当
該
現
金
の
紛
失
に
気
付
き
、
以
降
、
同
公
社
に
お
け
る
事
務
室
や
管
理
事
務
所
の
捜

索
、
職
員
の
聞
き
取
り
調
査
を
実
施
し
た
も
の
の
発
見
に
至
ら
な
か
っ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。 

な
お
、
紛
失
し
た
五
月
二
十
日
、
金
曜
日
、
の
施
設
使
用
料
相
当
額
に
つ
き
ま
し
て
は
、
教
育
委
員
会
と
同
公
社
と
の
使
用
料
徴

収
事
務
委
託
契
約
に
基
づ
き
、
既
に
市
に
納
付
済
み
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
市
及
び
施
設
利
用
者
に
は
損
害
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
紛
失
し
た
保
管
金
が
発
見
に
至
ら
な
い
場
合
は
同
公
社
の
損
害
と
な
り
ま
す
こ
と
か
ら
、
五
月
二
十
七
日
、
金
曜
日
で
す
が
、

同
公
社
は
警
察
へ
通
報
し
、
盗
難
被
害
届
を
提
出
し
た
も
の
で
あ
り
、
現
在
、
青
森
警
察
署
に
よ
る
捜
査
中
と
の
こ
と
で
あ
り
ま
す
。 

今
回
の
保
管
金
紛
失
に
至
っ
た
背
景
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
本
来
耐
火
金
庫
に
保
管
し
て
お
く
べ
き
五
月
二
十
日
分
の
保
管
金
を
手

提
金
庫
に
入
れ
た
ま
ま
の
状
態
で
、
翌
五
月
二
十
一
日
の
執
務
時
間
中
も
、
事
務
室
に
置
い
て
い
た
こ
と
が
背
景
に
あ
っ
た
こ
と
か

ら
、
同
公
社
で
は
当
日
以
外
の
保
管
金
に
つ
い
て
は
、
耐
火
金
庫
に
収
納
す
る
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。
ま
た
、
同
公
社
が
指
定
管

理
業
務
を
行
っ
て
い
る
他
の
施
設
に
お
い
て
も
保
管
金
の
管
理
方
法
を
再
点
検
し
、
そ
の
う
え
で
改
善
策
に
つ
い
て
取
り
組
む
こ
と

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

教
育
委
員
会
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
財
団
法
人
青
森
市
文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
公
社
に
、
本
市
の
文
化
施
設
及
び
体
育
施
設
の
使
用

料
に
係
る
徴
収
事
務
を
委
託
し
て
お
り
、
紛
失
し
た
当
該
施
設
使
用
料
相
当
額
に
つ
い
て
は
、
既
に
市
に
納
付
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
委
託
業
務
の
履
行
は
確
保
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
元
公
社
職
員
に
対
す
る
損
害
賠
償
請
求
事
件
が
未
だ
解
決
を
み
て
い
な
い
中

に
あ
っ
て
、
同
公
社
の
責
任
に
お
い
て
適
正
に
保
管
・
管
理
さ
れ
る
べ
き
現
金
を
紛
失
し
た
こ
と
は
、
同
公
社
の
管
理
体
制
に
相
当

な
過
失
が
あ
っ
た
も
の
と
認
識
し
て
お
り
、
ま
た
、
市
民
の
信
頼
を
大
き
く
損
ね
る
も
の
で
あ
り
ま
す
こ
と
か
ら
、
同
公
社
を
指
導
・

監
督
す
る
立
場
に
あ
る
教
育
委
員
会
と
し
て
は
、
速
や
か
な
真
相
究
明
と
再
発
防
止
策
を
講
ず
る
よ
う
指
示
す
る
と
と
も
に
、
今
回

の
事
案
発
生
か
ら
数
日
経
過
し
た
後
に
教
育
委
員
会
へ
報
告
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
報
告
す
べ
き
事
案
が
発
生
し
た
場
合
の
よ
り
速
や

か
な
報
告
と
、
同
公
社
全
体
に
お
け
る
危
機
管
理
の
徹
底
を
改
め
て
指
示
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。 

そ
の
後
、
同
公
社
か
ら
保
管
金
の
管
理
方
法
の
再
点
検
結
果
及
び
複
数
の
職
員
に
よ
る
保
管
金
の
確
認
の
実
施
等
の
改
善
方
法
に

つ
い
て
の
報
告
を
求
め
る
と
と
も
に
、
管
理
・
責
任
体
制
の
明
確
化
の
徹
底
を
促
す
な
ど
、
再
発
防
止
に
向
け
適
切
に
指
導
し
て
ま

い
り
ま
す
。 

 

委 

員 

長 
 
 
 
 

た
だ
い
ま
の
報
告
に
つ
い
て
、
御
意
見
、
御
質
問
等
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
で
し
ょ
う
か
。 
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平
出
委
員 

 
 
 
 

こ
れ
は
、
た
い
へ
ん
安
易
な
保
管
金
の
管
理
だ
と
思
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

今
の
説
明
に
あ
り
ま
し
た
よ
う
に
、速
や
か
に
こ
う
い
う
こ
と
が
再
発
し
な
い
よ
う
に
と
い
う
こ
と
で
、ぜ
ひ
お
願
い
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

な
お
で
す
ね
、
五
月
二
十
三
日
に
、
三
万
二
千
四
百
円
を
銀
行
に
納
付
し
た
と
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
三
万
二
千
四
百
円
は
ど
こ
か
ら
出
し
た
の

で
す
か
。 

 

文
化
ス
ポ
ー
ツ 

 
 

納
付
さ
れ
た
金
額
に
つ
き
ま
し
て
は
、
公
社
の
保
有
金
か
ら
支
出
い
た
し
て
お
り
ま
す
。 

 
 

振
興
課
長 

 

平
出
委
員 

 
 
 
 

そ
れ
で
は
、
仮
払
い
と
い
う
形
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。 

 

文
化
ス
ポ
ー
ツ 

 
 

仮
払
い
と
い
い
ま
す
か
、
一
度
公
社
が
窓
口
で
受
け
取
っ
た
収
入
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
先
ほ
ど
も
申
し
上
げ
ま
し
た
が
、
委
託
契
約
の
締
結 

振
興
課
長 

 

の
中
で
履
行
し
て
い
た
だ
い
た
、
と
い
う
こ
と
に
相
成
り
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

し
た
が
っ
て
、そ
の
現
金
を
公
社
の
管
理
す
る
お
金
か
ら
、市
の
方
に
納
付
さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、こ
れ
が
見
つ
か
ら
な
い
と
い
う
こ
と
は
、 

 
 
 
 
 
 
 
 

公
社
の
損
失
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

 

委 

員 

長 
 
 
 
 

そ
の
他
、
御
意
見
、
御
質
問
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
で
し
ょ
う
か
。 

 

委 

員 

長 
 
 
 
 

次
に
、（
四
）
市
民
セ
ン
タ
ー
管
理
運
営
業
務
に
お
け
る
不
適
切
な
支
出
に
つ
い
て
、
事
務
局
か
ら
報
告
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

―
―
―
― 

文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
長
か
ら
説
明 

―
―
―
― 

市
民
セ
ン
タ
ー
管
理
運
営
業
務
に
お
け
る
不
適
切
な
支
出
に
つ
い
て
、
そ
の
概
要
を
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。 

委
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
既
に
新
聞
報
道
等
に
よ
り
御
承
知
の
こ
と
と
は
存
じ
ま
す
が
、
油
川
市
民
セ
ン
タ
ー
の
管
理

運
営
業
務
に
お
け
る
時
間
外
手
当
や
勤
務
地
内
旅
費
の
支
給
に
あ
た
り
、
不
適
切
な
事
務
処
理
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
判
明
し
た

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。 

そ
の
経
緯
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
教
育
委
員
会
に
対
し
ま
し
て
、
油
川
市
民
セ
ン
タ
ー
の
管
理
運
営
業
務
に
つ
い
て
、
一
部
に
不
適

切
な
処
理
が
行
わ
れ
て
い
た
と
の
情
報
提
供
が
あ
り
ま
し
た
こ
と
か
ら
、
聴
き
取
り
調
査
及
び
関
係
書
類
の
検
査
を
実
施
い
た
し
ま

し
た
。 

現
在
も
、
調
査
を
継
続
し
て
お
り
ま
す
こ
と
か
ら
、
中
間
報
告
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
平
成
二
十
一
年
度
分
に
つ
き
ま
し
て
は
、

勤
務
地
内
旅
費
二
件
、
二
名
、
六
千
六
百
円
、
時
間
外
手
当
三
件
、
三
名
、
一
万
五
千
百
九
十
五
円
。
平
成
二
十
二
年
度
分
に
つ
き
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ま
し
て
は
、
時
間
外
手
当
八
件
、
四
名
、
五
万
六
千
七
百
二
十
八
円
の
支
給
に
際
し
、
不
適
切
な
事
務
処
理
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と

が
判
明
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。 

現
在
、
引
き
続
き
、
事
案
派
生
の
経
緯
や
背
景
を
含
め
、
詳
細
な
調
査
を
行
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
り
ま
す
が
、
教
育
委
員
会
と
い

た
し
ま
し
て
は
、
早
急
に
調
査
結
果
を
ま
と
め
、
改
め
て
委
員
の
皆
様
に
御
報
告
い
た
し
ま
す
。 

以
上
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

委 

員 

長 
 
 
 
 

た
だ
い
ま
の
説
明
に
つ
い
て
、
御
意
見
、
御
質
問
等
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
で
し
ょ
う
か
。 

 
で
は
、
私
か
ら
一
言
申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

こ
の
報
告
を
見
ま
す
と
、
複
数
名
の
報
告
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
一
つ
で
あ
り
ま
す
、
と
い
う
こ
と
は
、
ど
う
い
う
こ
と
か
と
い
う
と 

 
 
 
 
 
 
 

直
属
の
上
司
な
り
当
事
者
と
の
中
に
、
二
十
一
年
度
の
事
案
だ
け
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
一
つ
の
ち
ゃ
ん
と
し
た
書
類
が
整
っ
て
、
今
判
明
し
た

と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
一
人
の
人
が
意
図
的
に
、
個
人
的
な
だ
け
で
こ
う
い
う
事
案
を
発
生
さ
せ
た
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
し
て
、
そ
の

管
理
運
営
の
、
そ
の
残
業
な
り
を
命
じ
た
、
仕
事
を
命
じ
た
人
、
な
い
し
そ
れ
を
や
っ
た
人
と
の
間
に
十
分
な
確
認
・
指
示
と
い
う
も
の
が
な
さ

れ
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
、
そ
う
い
う
事
務
的
な
進
め
方
自
体
に
も
多
少
問
題
が
あ
る
と
理
解
せ
ざ
る
を
得
な
い
と
思
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

で
す
か
ら
、
今
回
の
事
案
と
い
う
の
は
、
た
だ
単
に
、
ど
こ
の
誰
が
ど
う
だ
と
い
う
議
論
だ
け
で
は
な
く
、
組
織
的
な
と
こ
ろ
に
き
っ
ち
り
と

し
た
業
務
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
徹
底
と
い
い
ま
す
か
、
き
ち
ん
と
や
る
こ
と
が
一
つ
に
は
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

た
だ
単
に
、
個
人
名
を
追
求
す
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
し
て
、
組
織
の
健
全
化
と
い
う
も
の
に
つ
い
て
は
、
教
育
部
長
以
下
し
っ
か
り
と
関

係
部
署
に
対
し
て
、
こ
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
通
り
の
市
の
公
正
な
事
務
処
理
の
進
め
方
を
徹
底
し
て
い
た
だ
き
い
と
思
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

な
お
か
つ
、
二
十
一
年
度
の
問
題
が
今
頃
分
か
っ
て
、
ど
う
の
こ
う
の
と
い
う
こ
と
で
あ
る
の
は
、
非
常
に
具
合
が
悪
い
と
思
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

こ
う
い
う
も
の
に
対
し
て
、
早
急
に
ス
ピ
ー
ド
を
あ
げ
て
し
っ
か
り
と
取
り
組
む
、
そ
し
て
ス
ピ
ー
ド
を
あ
げ
て
解
決
す
る
と
い
う
こ
と
自
体

が
、
こ
れ
か
ら
後
の
職
場
の
健
全
性
を
作
り
上
げ
て
い
く
上
で
、
大
事
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

近
く
こ
の
こ
と
は
、
今
後
に
是
非
、
い
い
関
係
づ
く
り
に
繋
が
る
か
と
思
い
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

 

委 

員 

長 
 
 
 
 

他
に
御
意
見
、
御
質
問
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
で
し
ょ
う
か
。 

 
 
 
 
 

次
に
、（
五
）
寄
附
採
納
に
つ
い
て
、
事
務
局
か
ら
報
告
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

―
―
―
― 

市
民
図
書
館
長
か
ら
説
明 

―
―
―
― 

そ
れ
で
は
、
市
民
図
書
館
に
対
す
る
二
件
の
寄
附
採
納
に
つ
い
て
、
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。 

は
じ
め
に
、
去
る
五
月
二
十
六
日
、
木
曜
日
に
、
国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
青
森 

会
長 

村
山
妙
子
様
か
ら
、
市
民
図
書
館
の
児

童
図
書
の
充
実
に
役
立
て
て
い
た
だ
き
た
い
と
の
御
趣
旨
で
、
五
万
円
相
当
の
図
書
、
こ
れ
は
低
学
年
か
ら
英
語
に
楽
し
む
図
書
で
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す
け
ど
、
寄
贈
の
申
し
出
が
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

次
に
、
去
る
五
月
二
十
七
日
、
金
曜
日
に
青
森
市
民
図
書
館 

ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
フ
レ
ン
ズ 

中
村
啓
子
様
よ
り
、
子
ど
も
た
ち
の

読
書
活
動
に
役
立
て
て
い
た
だ
き
た
い
と
の
御
趣
旨
で
、
五
万
円
相
当
の
書
棚
、
こ
れ
は
西
部
市
民
セ
ン
タ
ー
図
書
室
に
配
置
し
ま

し
た
け
ど
、
寄
贈
の
申
し
出
が
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

以
上
二
件
の
、
こ
の
度
の
御
厚
志
に
対
し
ま
し
て
、
心
か
ら
感
謝
い
た
し
ま
す
と
と
も
に
、
児
童
・
生
徒
等
の
読
書
環
境
の
充
実

に
役
立
て
て
参
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。 

以
上
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

委 

員 

長 
 
 
 
 

た
だ
い
ま
の
報
告
に
つ
い
て
、
御
意
見
、
御
質
問
等
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
で
し
ょ
う
か
。 

 

委 

員 

長 
 
 
 
 

な
け
れ
ば
、
次
に
（
六
）
平
成
二
十
三
年
度
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
に
つ
い
て
、
事
務
局
か
ら
報
告
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

―
―
―
― 

指
導
課
長
か
ら
説
明 

―
―
―
― 

平
成
二
十
三
年
度
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
に
つ
い
て
、
御
報
告
い
た
し
ま
す
。 

本
調
査
は
、
平
成
二
十
三
年
四
月
十
九
日
に
実
施
す
る
予
定
で
ご
ざ
い
ま
し
た
が
、
三
月
十
八
日
付
け
文
部
科
学
副
大
臣
か
ら
の

通
知
に
よ
り
、
東
日
本
大
震
災
の
影
響
等
を
考
慮
し
、
同
日
の
実
施
を
取
り
や
め
、
七
月
末
ま
で
は
調
査
を
実
施
し
な
い
こ
と
と
な

っ
て
お
り
ま
し
た
。 

そ
の
後
、
五
月
二
十
六
日
付
け
で
、
文
部
科
学
副
大
臣
か
ら
、
今
年
度
は
従
前
の
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
の
実
施
を
見
送
る

と
と
も
に
、
希
望
す
る
教
育
委
員
会
及
び
学
校
に
は
、
国
が
作
成
し
た
問
題
冊
子
等
を
配
布
す
る
予
定
で
あ
る
と
の
通
知
が
あ
り
、

全
小
・
中
学
校
へ
周
知
し
た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

教
育
委
員
会
事
務
局
に
お
き
ま
し
て
は
、
今
後
は
、
国
が
作
成
し
た
問
題
冊
子
等
を
全
小
・
中
学
校
で
利
用
で
き
る
よ
う
手
続
き

を
行
う
と
と
も
に
、
各
校
の
確
か
な
学
力
の
定
着
に
向
け
た
取
り
組
み
の
一
助
と
す
る
た
め
、
校
長
会
や
研
修
講
座
等
を
通
し
て
、

活
用
す
る
よ
う
働
き
か
け
て
参
り
ま
す
。 

以
上
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

委 

員 

長 
 
 
 
 

た
だ
い
ま
の
報
告
に
つ
い
て
、
御
意
見
、
御
質
問
等
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
で
し
ょ
う
か
。 

 

委 

員 

長 
 
 
 
 

な
け
れ
ば
、
次
に
、（
七
）
平
成
二
十
四
年
度
使
用
中
学
校
教
科
用
図
書
採
択
に
つ
い
て
、
事
務
局
か
ら
報
告
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

―
―
―
― 

指
導
課
長
か
ら
説
明 

―
―
―
― 
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平
成
二
十
四
年
度
使
用
中
学
校
教
科
用
図
書
採
択
に
つ
い
て
、
御
報
告
い
た
し
ま
す
。 

平
成
二
十
四
年
度
、
中
学
校
に
お
け
る
学
習
指
導
要
領
全
面
実
施
に
伴
い
、
こ
れ
に
準
拠
し
た
教
科
用
図
書
の
採
択
に
係
る
作
業

を
、
現
在
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

教
科
書
の
採
択
に
つ
き
ま
し
て
は
、
そ
れ
ま
で
青
森
市
が
単
独
で
行
な
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
平
成
十
九
年
度
以
降
、
本
市
は

東
津
軽
郡
の
平
内
町
、
外
ヶ
浜
町
、
今
別
町
そ
し
て
蓬
田
村
と
で
採
択
地
区
を
構
成
し
て
、
こ
れ
ら
の
市
町
村
間
で
協
議
し
種
目
ご

と
に
同
一
の
教
科
用
図
書
を
採
択
し
て
お
り
ま
す
。 

そ
の
た
め
、
去
る
五
月
十
八
日
に
開
催
し
た
東
青
地
区
教
科
用
図
書
採
択
協
議
会
に
、
こ
れ
ら
の
市
町
村
教
育
委
員
会
教
育
長
が

一
堂
に
会
し
、
教
科
用
図
書
の
採
択
に
係
る
事
業
計
画
案
や
予
算
案
等
を
全
会
一
致
で
承
認
い
た
し
ま
し
た
。
あ
わ
せ
て
、
採
択
の

た
め
の
参
考
と
な
る
選
定
資
料
を
作
成
す
る
た
め
、
本
市
及
び
東
津
軽
郡
の
中
学
校
教
員
に
研
究
調
査
員
を
委
嘱
す
る
と
と
も
に
、

採
択
に
関
わ
る
意
見
を
公
聴
す
る
た
め
、
中
学
校
長
や
大
学
教
授
、
保
護
者
代
表
等
に
専
門
委
員
及
び
父
母
委
員
を
委
嘱
す
る
こ
と

と
し
て
お
り
ま
す
。 

現
在
、
本
市
及
び
東
津
軽
郡
の
全
中
学
校
教
員
が
、
教
育
研
修
セ
ン
タ
ー
及
び
今
別
町
立
今
別
中
学
校
に
て
、
国
の
検
定
を
通
っ

た
全
て
の
中
学
校
用
教
科
用
図
書
の
閲
覧
を
し
て
お
り
、
六
月
下
旬
ま
で
、
調
査
研
究
書
を
提
出
す
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

次
に
、
今
後
の
日
程
に
つ
い
て
御
説
明
い
た
し
ま
す
。 

七
月
四
日
か
ら
八
日
の
期
間
、
研
究
調
査
員
の
委
嘱
を
受
け
た
指
導
課
指
導
主
事
と
中
学
校
教
員
が
、
全
て
の
教
科
用
図
書
の
調

査
研
究
を
行
い
、
調
査
研
究
書
を
参
考
に
選
定
資
料
を
作
成
す
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

そ
し
て
、
七
月
二
十
日
開
催
の
東
青
地
区
教
科
用
図
書
採
択
協
議
会
で
は
、
そ
の
選
定
資
料
を
基
に
、
各
市
町
村
教
育
委
員
会
教

育
長
及
び
専
門
委
員
、
父
母
委
員
が
協
議
し
て
、
東
青
地
区
の
中
学
校
や
地
域
の
実
態
に
合
っ
た
教
科
用
図
書
を
、
十
五
あ
る
種
目

の
そ
れ
ぞ
れ
の
種
目
に
つ
き
一
者
を
選
定
す
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

な
お
、
そ
れ
以
降
、
協
議
会
の
選
定
結
果
を
踏
ま
え
、
各
市
町
村
教
育
委
員
会
で
教
科
用
図
書
を
採
択
す
る
運
び
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。 

以
上
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

  

委 

員 

長 
 
 
 
 

た
だ
い
ま
の
報
告
に
つ
い
て
、
御
意
見
、
御
質
問
等
は
ご
ざ
い
ま
す
で
し
ょ
う
か
。 

 

委 

員 

長 
 
 
 
 

な
け
れ
ば
、
次
に
、（
八
）
市
内
中
学
校
に
お
け
る
器
物
損
壊
等
事
件
に
つ
い
て
、
事
務
局
よ
り
報
告
お
願
い
し
ま
す
。 

  

―
―
―
― 

教
育
課
長
か
ら
説
明 

―
―
―
― 
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市
内
中
学
校
に
お
け
る
器
物
損
壊
等
事
件
に
つ
い
て
、
そ
の
概
要
を
御
報
告
い
た
し
ま
す
。 

委
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
既
に
新
聞
報
道
等
に
よ
り
御
承
知
の
こ
と
と
は
存
じ
ま
す
が
、
去
る
五
月
二
十
七
日
、
金
曜

日
夜
か
ら
、
五
月
二
十
八
日
、
土
曜
日
早
朝
ま
で
の
間
に
、
浪
岡
中
学
校
に
お
き
ま
し
て
、
校
舎
の
ガ
ラ
ス
十
二
枚
が
割
ら
れ
る
と

い
う
事
件
が
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

損
壊
の
状
況
は
、
一
階
の
生
徒
玄
関
ガ
ラ
ス
八
枚
、
校
長
室
窓
ガ
ラ
ス
一
枚
、
給
食
配
膳
室
前
廊
下
窓
ガ
ラ
ス
一
枚
、
二
階
職
員

室
窓
ガ
ラ
ス
二
枚
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

生
徒
玄
関
の
内
外
に
は
、
石
が
散
乱
し
て
お
り
ま
し
た
こ
と
か
ら
、
投
石
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。 

当
該
事
件
に
つ
き
ま
し
て
は
、
浪
岡
中
学
校
か
ら
五
月
二
十
八
日
に
青
森
南
警
察
署
に
被
害
届
を
提
出
し
ま
し
た
。 

こ
の
事
件
を
受
け
ま
し
て
、
中
学
校
で
は
、
警
察
署
や
警
備
会
社
に
夜
間
の
巡
回
を
依
頼
す
る
と
と
も
に
、
保
護
者
や
地
域
住
民

に
対
し
て
も
巡
回
協
力
を
依
頼
し
、
地
域
全
体
に
よ
る
学
校
の
保
安
強
化
に
努
め
た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

ま
た
、
教
育
委
員
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
今
後
、
こ
の
よ
う
な
事
件
が
起
こ
ら
な
い
よ
う
に
、
警
察
等
の
関
係
機
関
と
連
携
し

な
が
ら
、
防
犯
対
策
の
さ
ら
な
る
強
化
に
努
め
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

 

委 

員 

長 
 
 
 
 

た
だ
い
ま
の
説
明
に
つ
き
ま
し
て
、
御
意
見
、
御
質
問
等
ご
ざ
い
ま
せ
ん
で
し
ょ
う
か
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

委 

員 

長 
 
 
 
 

な
け
れ
ば
、
次
、
そ
の
他
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
事
務
局
か
ら
何
か
ご
ざ
い
ま
せ
ん
か
。 

 

学
務
課
長 

 
 
 
 

こ
の
度
、
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
被
災
児
童
生
徒
へ
の
支
援
品
の
寄
贈
が
ご
ざ
い
ま
し
た
の
で
、
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。 

昨
日
、
六
月
二
十
八
日
、
火
曜
日
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
国
際
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
第
二
八
三
〇
地
区
、
こ
の
第
二
八
三
〇
地
区
と
い
う
の
は
青
森

県
全
域
を
カ
バ
ー
し
て
い
る
そ
う
で
す
が
、
そ
の
ガ
バ
ナ
ー 

中
村
義
弘
様
か
ら
、
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
被
災
し
、
本
市
に
就
学
し
て
い
る
児

童
生
徒
三
十
四
人
を
支
援
し
た
い
と
の
御
趣
旨
で
、
一
人
に
つ
き
図
書
カ
ー
ド
一
万
円
分
、
商
品
券
一
万
円
分
、
総
額
で
六
十
八
万
円
相
当
が
教

育
委
員
会
を
通
し
て
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。 

寄
贈
品
に
つ
き
ま
し
て
は
、
対
象
と
な
る
児
童
生
徒
の
保
護
者
に
対
し
、
在
学
中
の
学
校
長
か
ら
速
や
か
に
お
渡
し
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま

す
。 以

上
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 

委 

員 

長 
 
 
 

 

た
だ
い
ま
の
説
明
に
つ
き
ま
し
て
、
意
見
、
御
質
問
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
か
。 

そ
の
他
、
事
務
局
か
ら
何
か
ご
ざ
い
ま
せ
ん
か
。 
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委 

員 

長 
 
 
 
 

特
に
な
け
れ
ば
、
次
回
の
定
例
会
に
つ
い
て
、
協
議
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 
総
務
課
長 

 
 
 
 

次
回
の
定
例
会
に
つ
き
ま
し
て
は
、
七
月
二
十
八
日
（
木
）、
午
後
三
時
か
ら
、
場
所
は
、
教
育
研
修
セ
ン
タ
ー
五
階
大
研
修
室
で
開
催
し
た

い
と
思
い
ま
す
。 

 

委 

員 

長 
 
 
 
 

委
員
の
皆
様
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。 

 
―
―
―
― 

各
委
員
了
承 

―
―
―
― 

 

委 

員 

長 
 
 
 
 

御
異
議
が
ご
ざ
い
ま
せ
ん
の
で
、
次
回
は
、
七
月
二
十
八
日
（
木
）
と
い
た
し
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

委 

員 

長 
 
 
 

 

以
上
を
も
ち
ま
し
て
、
平
成
二
十
三
年
第
六
回
青
森
市
教
育
委
員
会
定
例
会
を
終
了
い
た
し
ま
す
。 

   

平
成
二
十
三
年
六
月
二
十
九
日
開
催
の
平
成
二
十
三
年
第
六
回
青
森
市
教
育
委
員
会
定
例
会
の
会
議
録
を
作
成
し
た
。 

  
 
 

平
成
二
十
三
年
七
月
十
四
日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

書 
 

記 
 
 

成 

田 

美 

紀 
 

右
の
と
お
り
相
違
な
い
こ
と
を
認
め
署
名
す
る
。 

  
 
 

平
成
二
十
三
年
七
月
二
十
八
日 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

署
名
委
員 

 
 

鎌 

田 

愼 

也 
   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

署
名
委
員 

 
 

月 

永 

良 

彦 


